
 

今
年
も
サ
ン
タ
の
お
じ
さ
ん 

 
 

が
や
っ
て
き
た 

 

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
二
十
四
日
、
六
人

の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は
二
頭
の
ト
ナ
カ

イ
が
運
転
す
る
軽
ト
ラ
の
荷
台
に
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
派
手
に
飾
り
、
十
六
人

の
良
い
子
が
待
つ
家
庭
を
訪
れ
た
。
サ
ン

タ
や
ト
ナ
カ
イ
は
な
け
な
し
の
小
遣
を

出
し
合
い
買
い
揃
え
た
品
物
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
こ
の
行
事
は
旧
鳳
来
町
連
谷
分
団

の
時
代
か
ら

毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
で

連
谷
魂
の
顕

れ
で
あ
る
。
内

緒
だ
が
、
子
供

た
ち
は
サ
ン
タ
さ
ん
が
ど
こ
の
家
に
何

時
頃
来
る
の
か
、
ち
ゃ
ん
と
知
っ
て
い
る
。 

傘
杉
の
し
め
縄 

 

樹
高
日
本
一
を
誇
る
鳳
来
寺
山
参
道

の
傘
杉(

六
十
㍍)

に
地
元
傘
杉
保
存
会

の
皆
さ
ん
で
年
の
瀬
に
大
し
め
縄
張
替

作
業
が
行
わ
れ
た
。
一
時
期
は
保
存
会
の

高
齢
化
に
よ
り
休
止
さ
れ
た
が
、
推
定
樹

齢
八
百
年
、
日
本
一
の
高
さ
を
誇
る
傘
杉

を
粗
末
に
で
き
な
い
と
再
開
し
た
。 

 

そ
の
、
傘
杉
の
し
め
縄
は
環
境
に
優
し

く
育
て
ら
れ
た
「
四
谷
の
千
枚
田
」
の
糯

藁
が
選
ば
れ
、
毎
年
、
提
供
し
て
い
る
。 

   
 

            

新
し
い
ス
タ
ー
ト 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

連
谷
地
区
も
雪
が
降
り
、
積
も
り
そ
う

な
気
配
が
し
て
い
ま
す
。 

                   

十
二
月
に
地
区
の
方
々
に
作
っ
て
い
た

だ
い
た
門
松
が
校
門
を
飾
り
、
新
し
い
年

を
祝
っ
て
い
ま
す
。 

 

閉
校
ま
で
一
年
三
ヶ
月
と
な
っ
た
本
校

に
と
っ
て
、
一
つ
一
つ
の
取
り
組
み
に
重

み
を
感
じ
る
年
と
な
り
ま
し
た
。 

 
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
願
い
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
歩
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

本
年
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 

学
校
行
事
よ
り 

野
良
仕
事 

 

千
枚
田
も
、
う
っ
す
ら
雪
化
粧
し
た
新

年
を
迎
え
た
。 

 

昨
年
、
十
二
月
中
旬
か
ら
急
激
な
寒
波

が
押
し
寄
せ
、
寒
い
日
が
続
い
た
。
そ
の
、

寒
さ
の
合
い
間
に
冬
に
は
珍
し
く
雨
ま

で
降
っ
た
。
例
年
な
ら
ど
こ
の
田
ん
ぼ
も

冬
耕
が
終
わ
り
、
気
の
早
い
百
姓
は
二
回

目
の
田
起
こ
し
を
し
て
い
る
時
分
で
あ

る
が
、
天
候
に
は
逆
ら
え
な
い
。 

成
人
式
の
三
連
休
に
や
っ
と
天
気
も

定
ま
り
正
月
、
新
年
祝
賀
会
、
大
般
若
と

酒
漬
に
な
っ
た
身
体
の
ア
ル
コ
ー
ル
抜

き
を
兼
ね
て
ア
ッ
チ
こ
っ
ち
で
田
起
こ

し
が
始
ま
っ
た
。 

合
言
葉
は
「
ま
た
、
忙
し
く
な
る
の
ん
」 

中
日
新
聞
掲
載
記
事
か
ら 

 

一
月
四
日
付
け
の
「
ジ
ュ
ニ
ア
中
日
」

に
連
谷
小
の
「
田
ん
ぼ
が
大
好
き
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
掲
載
さ
れ
た
。
「
ジ
ュ
ニ

ア
中
日
」
は
中
日
新
聞
エ
リ
ア
九
県
に
毎

週
日
曜
日
の
ど
真
ん
中
に
挟
ま
っ
て
く

る
小
中
学
生
向
け
紙
面
で
す
。 

た
だ
、
紙
面
文
中
で
「
四
谷
千
枚
田
」
に

つ
い
て
教
育
報
道
部
の
阿
部
さ
ん
と
議

論
し
た
結
果
、
今
回
は
「
新
城
市
の
四
谷

の
千
枚
田
」
で
は
「
の
」
の
ダ
ブ
り
感
が

あ
り
し
っ
く
り
し
な
い
の
で
「
新
城
市
の

四
谷
千
枚
田
」
で
ご
理
解
を
と
い
う
こ
と

で
妥
協
し
た
が
、
本
来
は
「
四
谷
の
千
枚

田
」
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
地
元
、
中
日

新
聞
は
「
四
谷
の
千
枚
田
」
の
応
援
団
長

で
あ
る
こ
と
も
お
願
い
し
た
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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生
き
も
の
と
共
生
し
た
体
に
優
し
い 

米
づ
く
り
を
目
指
し
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会
長 

小
山
舜
二 

 

四
谷
の
千
枚
田
は
鞍
掛
山(

8
8
3m
)

に

降
っ
た
雨
が
地
中
深
く
浸
透
し
、
湧
水
と

な
り
棚
田
全
部
を
潤
し
て
い
る
。
か
っ
て

は
、
千
二
百
九
十
六
枚
が
耕
さ
れ
て
い
た

田
ん
ぼ
も
減
反
政
策(

生
産
調
整)
が
起

因
、
休
耕
、
転
作
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

そ
れ
に
、
追
い
打
ち
を
掛
け
る
よ
う
に
経

済
成
長
期
に
突
入
、
棚
田
の
百
姓
は
効
率

の
悪
い
段
々
田
ん
ぼ
に
見
切
り
を
付
け
、

労
働
力
の
供
給
者
と
し
て
現
金
収
入
を

求
め
、
都
市
近
郊
へ
と
流
出
、
平
成
元
年

に
は37

3

枚
に
ま
で
減
少
し
た
。
こ
れ
に

危
惧
し
た
筆
者
は
平
成
三
年
か
ら
「
地
域

の
宝
」
と
し
て
棚
田
の
保
全
、
継
承
活
動

を
開
始
、
平
成
八
年
に
は
四
百
二
十
枚
ま

で
復
田
し
た
。 

 

総
面
積
三
百
六
十
㌃
、1

戸
当
た
り
の

耕
作
面
積
十
二
㌃(

平
均
十
五
枚)

と
規

模
も
小
さ
く
生
産
性
は
極
端
に
低
く
い
。 

 

四
谷
の
千
枚
田
は
「
湧
き
水
、
天
日
干

し
、
こ
れ
以
上
贅
沢
な
米
は
な
い
」
、
ま

た
、
「
真
正
面
か
ら
見
る
姿
は
他
に
比
類

な
し
」
と
定
評
が
あ
り
自
然
観
察
の
場
と

し
て
人
気
を
博
し
て
い
る
。
平
成
十
三
年

か
ら
親
子
観
察
会
を
積
極
的
に
実
施
し
、

そ
の
結
果
、
以
前
、
棚
田
に
普
通
に
見
ら

れ
た
生
き
も
の
の
生
息
数
が
か
な
り
減

少
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
農
薬
や
化

学
肥
料
に
依
存
し
て
き
た
こ
と
が
大
き

な
要
因
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
そ
こ

で
翌
年(

平
成
十
四
年)

生
き
も
の
の
自

然
再
生
を
視
野
に
ビ
オ
ト
ー
プ
を
設
置

し
た
。
中
で
も
希
少
種
で
あ
る
モ
リ
ア
オ

ガ
エ
ル
や
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
な
ど
、
今
ま

で
見
ら
れ
な
か
っ
た
種
の
繁
殖
場
と
す

る
た
め
の
保
全
・
再
生
活
動
に
取
り
組
ん

だ
。
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
は
三
百
㍍
範
囲
内

(

遺
伝
子
レ
ベ
ル)

の
自
然
分
布
域
で
カ

ラ
ス
に
い
た
ず
ら
さ
れ
、
壊
れ
た
卵
塊
を

家
に
持
ち
帰
り
、
水
槽
飼
育
、
カ
エ
ル
に

変
態
ま
じ
か
の
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を
親

子
観
察
会
に
お
い
て
ビ
オ
ト
ー
プ
内
に

放
す
と
同
時
に
田
ん
ぼ
の
一
角
に
ナ
ン

テ
ン
を
植
え
た
と
こ
ろ
、
棚
田
の
百
姓
か

ら
「
な
ぜ
、
田
ん
ぼ
に
ナ
ン
テ
ン
を
」
と

奇
異
の
目
で
み
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
毎
年
、

壊
れ
た
卵
塊
や
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を
移

殖
し
た
結
果
、
四
年
後
の
平
成
十
八
年
六

月
に
は
ビ
オ
ト
ー
プ
内
で
二
個
体
の
産

卵
を
確
認
。(

こ
の
年
、
三
個
体
の
産
卵

確
認)

 

そ
の
後
は
毎
年
、
産
卵
数
も
増

え
、
分
布
も
順
調
な
拡
大
が
み
ら
れ
た
。

な
お
、
平
成
二
十
一
年
六
月
三
十
日
に
は

念
願
の
ナ
ン
テ
ン
に
も
産
卵
。
苦
節
七
年
、

「
手
心
を
加
え
れ
ば
、
結
果
は
生
ま
れ
る
」

の
瞬
間
を
味
い
、
小
躍
り
し
た
。
モ
リ
ア

オ
ガ
エ
ル
が
ナ
ン
テ
ン
に
産
卵
し
た
こ

と
は
、
棚
田
の
百
姓
や
都
市
近
郊
か
ら
訪

れ
る
人
々
に
大
き
な
理
解
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。 

 

ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
も
春(

二
月)

の
最

初
の
雨
の
朝
に
は
必
ず
産
卵
。
そ
の
後
、

雨
の
朝
に
は
必
ず
産
卵
す
る
が
、
概
ね
四

回
目
の
産
卵
個
体
は
最
初
に
生
ま
れ
た

オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
の
餌
と
な
り
、
ほ
ぼ
、 

一
日
で
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
、
ま
た
、
あ

ま
り
密
度
が
高
い
と
カ
エ
ル
に
変
態
し

な
い
こ
と
も
判
り
、
自
然
の
摂
理
が
如
実

に
表
れ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
そ
の
後
、

両
者
の
自
然
繁
殖
、
個
体
数
の
拡
大
も
順

調
に
み
ら
れ
、
四
百
二
十
枚
の
棚
田
全
部

を
ビ
オ
ト
ー
プ
と
位
置
づ
け
た
。 

 

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
、
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル

の
自
然
再
生
か
ら
大
き
な
波
及
効
果
が

生
じ
、
現
在
で
は
タ
ニ
シ
、
ド
ジ
ョ
ウ
、

ワ
シ
・
タ
カ
類
な
ど
も
拡
大
の
傾
向
に
あ

る
。
平
成
二
十
五
年
に
は
二
つ
が
い
の
ク

マ
タ
カ
が
飛
来
、
子
育
て
の
た
め
、
ヤ
マ

カ
ガ
シ
、
シ
マ
ヘ
ビ
な
ど
を
餌
と
し
て
持

ち
去
り
、
極
端
に
減
少
し
た
こ
と
が
残
念

で
あ
っ
た
が
、
な
ぜ
か
マ
ム
シ
は
残
っ
た
。 

 

こ
う
し
た
地
道
な
活
動
を
「
四
谷
の
千

枚
田
だ
よ
り
」
で
発
信
。
大
き
く
は
生
物

多
様
性
国
際
会
議(COP10)

招
致
貢
献
、

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
会
場
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
た
。 

 

地
元
企
業
「
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
」
は

生
物
多
様
性
調
査
を
テ
ー
マ
に
過
去
三

年
間
、
千
枚
田
周
辺
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
を
実
施
、
昨
年
か
ら
千
枚
田
二
ヶ
所
に

ビ
オ
ト
ー
プ
を
設
置
、
多
様
性
に
富
ん
だ

自
然
再
生
に
貢
献
し
て
頂
い
て
い
る
。 

 

英
国
放
送
協
会BBC

は
多
様
性
に
富
ん

だ
四
谷
の
千
枚
田
を
日
本
の
里
地
・
里
山

と
位
置
付
け
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
生
態

を
主
に
長
期
撮
影(

十
九
日
間)

を
実
施

し
た
。 

 

地
元
、
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
、

市
内
外
の
小
学
生
、
一
般
か
ら
の
「
生
き

も
の
教
室
」
自
然
観
察
会
な
ど
を
依
頼
さ

れ
る
こ
と
も
多
く
、
単
な
る
観
察
会
で
は

な
く
、
小
さ
な
生
き
も
の
が
稲
作
を
、
生

態
系
を
支
え
て
い
る
と
い
っ
た
生
物
多

様
性
を
少
し
で
も
理
解
す
る
場
と
し
て

活
用
し
て
い
る
。 

 

自
然
再
生
の
取
り
組
み
か
ら
、
そ
の
効

果
を
考
察
す
る
と
、
カ
エ
ル
類
は
ウ
ン
カ

等
、
害
虫
を
喰
食
す
る
こ
と
で
殺
虫
剤
な

ど
減
農
薬
に
繋
が
り
、
タ
ニ
シ
や
ド
ジ
ョ

ウ
は
酸
素
補
給
や
バ
ク
テ
リ
ア
の
活
性

を
促
す
な
ど
の
効
果
が
生
じ
る
。 

 

厳
し
い
作
業
条
件
を
架
せ
ら
れ
て
い

る
棚
田
の
百
姓
は
「
い
っ
こ
く
で
頑
固
」

だ
が
、
一
つ
の
ビ
オ
ト
ー
プ
か
ら
始
ま
っ

た
生
き
も
の
の
賑
わ
い
を
見
て
、
減
農
薬

や
化
学
肥
料
か
ら
干
草
な
ど
の
有
機
肥

料
に
転
換
、
「
生
き
も
の
と
共
生
し
た
体

に
優
し
い
米
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
る
。 

 

    

行 
 

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
日 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 
 


